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赤い羽根

「みんなの想いつなぎつづけて70年」  光  野    颯  太
「みんなの想い羽根にたくして70年」  栗  原         楓

　赤い羽根共同募金運動70年記念として、福岡県共同募
金会が県内33か所の小・中・高・特別支援学校に平成28
年度赤い羽根キャッチフレーズを募集したところ、平恒小
学校6年の光野颯太（みつのそうた）君、栗原楓（くりは
らかえで）君の作品が優秀賞を受賞しました。また、平恒
小学校も特別賞を受賞しました。おめでとうございます。

優秀作品優秀作品



　皆さん、こんにちは。
　私は、この度、福岡県共同募金会飯塚市支会長を拝命いたしました田中でご
ざいます。
　日頃より、市民の皆様におかれましては共同募金運動にご協力いただき誠に
ありがとうございます。
　さて、昭和22年にスタートした共同募金運動は、今年70回目を迎えます。
　第二次世界大戦後に「国民たすけあい運動」として始まり、現在では、「社
会福祉法」に定められた地域福祉の推進を目的に、「じぶんのまちを良くする
しくみ」として地域のさまざまな福祉活動に役立てられています。
　特に、全国各地で発生している自然災害への迅速な対応として、この共同募
金が大きな成果をあげていることは、国民の目にしっかり焼き付いていること
と思います。
　一人でも多くの方に共同募金運動に賛同して頂き、皆さんと力を合わせて住
みやすいまちづくりに取り組んでまいりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

あなたのやさしさが、地域の福祉活動を支えています。
福祉啓発のために
1,625,000円

・広報紙「社協だより」の発行
・「社協だより」の音訳

障がい児・者のために
310,000円

・ふれあいバスハイク事業
・テレホンサービス事業

地域福祉整備のために
1,403,000円

・福祉ベル設置事業
・ふれあい給食サービス事業
・福祉機器貸出事業

地区(校区)社協のために
5,185,000円

・地区(校区)社協活動推進事業
・福祉委員活動推進事業

高齢者のために
6,743,000円

・高齢者会食会・バスハイク事業
・いきいきサロン事業
・在宅介護者リフレッシュ事業

県域を対象とした事業のために
3,904,659円

　福岡県域(広域)の福祉施設整
備事業、在宅福祉事業に活用さ
れます。

児童・青少年のために
284,100円

・福祉体験推進事業
・子育てサロン事業

ボランティア活動のために
285,211円

・ボランティア養成事業
・ほっとライン配布事業

共同募金運動推進のために
1,312,100円

　共同募金運動を推進するため
の事務費及び募金資材の購入
費、地区事務費として活用され
ます。

災害等準備金のために
651,094円

　災害時のボランティア活動を

支援するために積み立てられま
す。

地域で集めた募金は、集めた地域で使われています。
　集まった募金の約75％は、募金をいただいた地域で使われています。残りの25％は、皆さん
の住んでいる市町村を超えた広域的な課題を解決するための活動に、福岡県の範囲内で使われ
ています。

災害にも共同募金は使われています。
　共同募金に寄せられた寄付金の３％を災害に備えて毎年積み立てており、これまで、「福岡県西方
沖地震」（平成17年３月）や「福岡県７月豪雨災害」（平成21年７月）、「東日本大震災」（平成23年
３月）、「九州北部豪雨災害」（平成24年７月）、「熊本地震災害」（平成28年４月）等の災害時のボ
ランティア活動を支援するためにも活用しています。
　共同募金は、地域の支え合いの活動から災害時の支援まで、「じぶんのまちを良くする」活動に幅
広く役立てられています。

募金活動を進めてまいります。

　平成27年度は、皆様の善意により21,703,164円の募金をお寄せいた
だきました。
　皆様からいただきました募金は、下記のように配分され、身近な福祉のために活用されておりま
す。皆様のあたたかいご協力、ありがとうございました。

平成28年度は

22,500,000円を目標に
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　募金の約75％は、あなたのまちを良くするため
に使われます。誰かのためにと思って募金をした
ら、じぶんたちのまちのための募金でもありまし
た。まちのみんなで集めた募金は、じぶんのまち
を良くする活動に使われています。

　共同募金は、地域ごとの使い道や集める額を事
前に定めて、募金を募るしくみです。これを「計
画募金」と呼び、「助成計画」を明確にすること
により住民の理解と協力を得やすくしています。
また、助成計画があるからこそ、１世帯当たりの
目安額を定めて募金を集めることができます。
もっとも、寄付は寄付する方の自由ですから、目
安額はあくまで目安にすぎません。

福岡県共同募金会
飯塚市支会長
田中　英美

ひとり、ひとりのやさしさが、
あなたの住むまちを、もっと、
やさしくしてくれます。
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お問合せ先　社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会　総務課
                   飯塚市柏の森956番地4　電話（0948）23-2210

プログラム
　12時30分～　受付開始
　13時30分～　オープニングセレモニー
　13時45分～　記念講演
　　　　　　　　「みんなを元気にする魔法の言葉かけ」
　　　　　　　　講師：栗木　剛 氏（motto ひょうご 事務局長）
　14時45分～　休憩
　15時00分～　記念式典（挨拶、来賓祝辞、表彰、大会宣言）
　16時00分～　閉会
　※その他　模擬店（福祉施設）　12時30分～16時00分

　本大会は、飯塚市社会福祉協議会設立10周年を節目として、市内の福祉関係者が一堂に
会し、地域福祉の意義を再確認し、今後の福祉のまちづくりに向けて決意を新たにすると
ともに、多年にわたり社会福祉事業や共同募金運動に功績のあった方々に感謝の意を表す
るものです。

 平成28年10月26日（水）春日市クロ－バ－プラザアリ－ナ棟大ホ－ルにおいて
福岡県社会福祉大会が開催されました。
　今大会において表彰が行われ、以下の方が受賞されました。

平成２８年福岡県社会福祉大会

共同募金運動７０年記念県知事特別表彰
飯塚市支会（優秀地区）

福岡県共同募金会会長表彰
篠　﨑　光　寛　
田　中　弘　俊
伊　藤　ミサ子
塩　川　多津子
青　野　とし子

福岡県共同募金会会長感謝
柴　田　洋　一
谷　口　公美子
荒　木　美代子
林　田　朝　晴
松　熊　幸　子

福岡県知事　表彰
須　堯　ヱミ子（民生委員・児童委員）　
大　島　幸　江（民生委員・児童委員）
花　元　國　雄（民生委員・児童委員）
久　富　里　美（社会福祉事業施設従事者）

福岡県知事　感謝
青　栁　不二子（民生委員・児童委員）
浦　川　裕　紀（民生委員・児童委員）
徳　山　英　子（民生委員・児童委員）
松　熊　幸　子（民生委員・児童委員）

福岡県社会福祉協議会会長表彰
友　松　和　恵（社会福祉事業特別功労者）
谷　　　知　恵（社会福祉事業特別功労者）
福　田　志　乃（社会福祉事業特別功労者）
藤　井　かおり（民生委員・児童委員特別功労者）
福　間　　　豊（民生委員・児童委員特別功労者）
特別養護老人ホームかいた苑

（優良社会福祉事業施設）

赤い羽根キャッチフレ－ズ

優秀作
光　野　颯　太（飯塚市立平恒小学校６年）
栗　原　　　楓（飯塚市立平恒小学校６年）

特別賞受賞校
飯塚市立平恒小学校

※敬称略・順不同

　平成２８年１０月１６日（日）イイヅカコスモスコモンとコミュニ
ティセンターを会場に、「みんなの健康・福祉のつどい２０１６」を開
催しました。
　あいにくの天気で、屋外のステージ・イベントは残念ながら中止と
いたしましたが、それでも大勢の市民の方 （々約４，３００名）にご来場
いただきました。
　健康と福祉をテーマとしたさまざまなコーナーで、大いに楽しみな
がら、見識を広げていただいたことと思います。ご参加いただいた皆
様、本当にありがとうございました。

みんなの健康・福祉のつどい  ２０１６
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　健康と福祉をテーマとしたさまざまなコーナーで、大いに楽しみな
がら、見識を広げていただいたことと思います。ご参加いただいた皆
様、本当にありがとうございました。

みんなの健康・福祉のつどい  ２０１６

第 3 2 号（５） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2016年11月15日 2016年11月15日 第 3 2 号（４）



第 3 2 号（７） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2016年11月15日 2016年11月15日 第 3 2 号（６）

　本会は、平成28年４月に熊本県と大分県を中心に発生した地震で、最も被災
状況の激しかった益城町の災害ボランティアセンターに、平成28年７月25日か
ら29日までの５日間、災害ボランティアセンターの運営のために、本会地域課
の秀村を派遣しました。

　近年、さまざまな災害が発生するなか、被災から復旧・復興する過程で、災害ボランティ
アの果たす役割がたいへん重要になってきています。
　今回、その重要な役割を果たすために、被災者のニーズとボランティアの活動を結びつけ
る大切な業務を行う、災害ボランティアセンターの現場に関わることができ、多くのことを
学ぶことができました。
　まず、益城町災害ボランティアセンターについてですが、場所は井関農機のグラウンドを
借りて、テントが数十張り設置されている、ほぼ屋外のセンターでした。
　８つの班で編成されており、私は、マッチング・グルーピング班のリーダーに任命され、
福岡県内の市区町村社協４名・関西ブロック社協２名・大阪泉生協職員１名の計７名で、そ
の業務に就きました。
　この班の業務内容は①ニーズ班より受けたニーズ内容の把握②ボランティア待機所でニー
ズ票の読み上げ③ニーズと活動人数のマッチング（グループ化）④移動に際しての配車準備
等⑤ニーズ票の詳細説明⑥活動に際してのルール事項の説明⑦資機材等の確認後送り出し⑧
活動中のボランティアからの連絡対応⑨ボランティア帰所後活動報告の集約⑩活動報告を受
けたニーズの終了か継続かの仕分けというものでした。この他にもリーダーとしての業務が
いくつも付随しており、さまざまな体験をすることができました。
　実際の業務にあたっては、毎日が真夏日で炎天下の中、一日中屋外での業務のため、脱水
症状にならないように班全員で気をつけながら業務を行っていましたが、受付→待機→マッ
チング→ボランティア活動と全ての動きを外でされるボランティアの皆さんを見ると、我々
センター職員の方がいつも勇気づけられていたのを覚えています。
　現地を見ることでつらい気持ちにもなりましたが、それ以上に得るものがたくさんあり、
この業務に関わることができてよかったと思います。
　また、益城町社協職員の方々やボランティアの方々をはじめ、たくさんの方に出会い、お
世話になった５日間でもあり、感謝の気持ちでいっぱいです。
　機会があれば、また益城町に行き、一日も早い復興に少しでも協力したいと思います。
　本当に充実した５日間でした！ありがとうございました！（秀村泰之）

『熊本県益城町災害ボランティアセンターを経て』

　去る10月19日、飯塚市並びに福岡県社協から講師を招き、社会福祉法人の制度改革に関する勉強会
を開催しました。飯塚市内にある児童・高齢・障がい分野の35の社会福祉法人（66名）が集まりまし
た。
　ところで、そもそも「社会福祉法人って何？」という疑問をお持ちの方も多いと思います。社会福祉
法人とは、社会福祉事業を行うことを目的として、社会福祉法の定めるところにより設立された公益法
人のことで、社会福祉事業を行うための民間企業といえばわかりやすいと思います。
　最大の特徴は、法人税が一部を
除き非課税という点であり、非営
利活動として社会福祉に関連する
事業に限定した事業を展開してい
ます。
　この度の制度改革は、社会福祉
法人の公益性・非営利性を確保す
る観点から制度を見直し、地域社
会に貢献する法人の在り方を徹底
する内容となっており、今後も勉
強会を重ねながら地域貢献の方法
を協議していきたいと思います。

　飯塚市社協が飯塚市より事業を受託して、平成28年４月13日から８月31日までの半年間、サ
ン・アビリティーズいいづかにて飯塚市手話奉仕員養成講座（入門課程）を実施し、27名の方が修
了証を受け取られました。
　講座は飯塚市聴覚障害者協会及び飯塚市手話の会の方々
のご協力のもと、挨拶や日常生活で使う単語などを学習
し、実際に聴覚障がい者の方と交流を図ることで手話を
使ったコミュニケーションを学びました。
　受講生の方々には今後も障がい者の方に寄り添った活動
を続けていただきたいと思います。

平成28年度飯塚市手話奉仕員養成講座（入門課程）が修了しました！

社会福祉法人の制度改革に関する勉強会開催社会福祉法人の制度改革に関する勉強会開催



第 3 2 号（７） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2016年11月15日 2016年11月15日 第 3 2 号（６）

　本会は、平成28年４月に熊本県と大分県を中心に発生した地震で、最も被災
状況の激しかった益城町の災害ボランティアセンターに、平成28年７月25日か
ら29日までの５日間、災害ボランティアセンターの運営のために、本会地域課
の秀村を派遣しました。

　近年、さまざまな災害が発生するなか、被災から復旧・復興する過程で、災害ボランティ
アの果たす役割がたいへん重要になってきています。
　今回、その重要な役割を果たすために、被災者のニーズとボランティアの活動を結びつけ
る大切な業務を行う、災害ボランティアセンターの現場に関わることができ、多くのことを
学ぶことができました。
　まず、益城町災害ボランティアセンターについてですが、場所は井関農機のグラウンドを
借りて、テントが数十張り設置されている、ほぼ屋外のセンターでした。
　８つの班で編成されており、私は、マッチング・グルーピング班のリーダーに任命され、
福岡県内の市区町村社協４名・関西ブロック社協２名・大阪泉生協職員１名の計７名で、そ
の業務に就きました。
　この班の業務内容は①ニーズ班より受けたニーズ内容の把握②ボランティア待機所でニー
ズ票の読み上げ③ニーズと活動人数のマッチング（グループ化）④移動に際しての配車準備
等⑤ニーズ票の詳細説明⑥活動に際してのルール事項の説明⑦資機材等の確認後送り出し⑧
活動中のボランティアからの連絡対応⑨ボランティア帰所後活動報告の集約⑩活動報告を受
けたニーズの終了か継続かの仕分けというものでした。この他にもリーダーとしての業務が
いくつも付随しており、さまざまな体験をすることができました。
　実際の業務にあたっては、毎日が真夏日で炎天下の中、一日中屋外での業務のため、脱水
症状にならないように班全員で気をつけながら業務を行っていましたが、受付→待機→マッ
チング→ボランティア活動と全ての動きを外でされるボランティアの皆さんを見ると、我々
センター職員の方がいつも勇気づけられていたのを覚えています。
　現地を見ることでつらい気持ちにもなりましたが、それ以上に得るものがたくさんあり、
この業務に関わることができてよかったと思います。
　また、益城町社協職員の方々やボランティアの方々をはじめ、たくさんの方に出会い、お
世話になった５日間でもあり、感謝の気持ちでいっぱいです。
　機会があれば、また益城町に行き、一日も早い復興に少しでも協力したいと思います。
　本当に充実した５日間でした！ありがとうございました！（秀村泰之）

『熊本県益城町災害ボランティアセンターを経て』

　去る10月19日、飯塚市並びに福岡県社協から講師を招き、社会福祉法人の制度改革に関する勉強会
を開催しました。飯塚市内にある児童・高齢・障がい分野の35の社会福祉法人（66名）が集まりまし
た。
　ところで、そもそも「社会福祉法人って何？」という疑問をお持ちの方も多いと思います。社会福祉
法人とは、社会福祉事業を行うことを目的として、社会福祉法の定めるところにより設立された公益法
人のことで、社会福祉事業を行うための民間企業といえばわかりやすいと思います。
　最大の特徴は、法人税が一部を
除き非課税という点であり、非営
利活動として社会福祉に関連する
事業に限定した事業を展開してい
ます。
　この度の制度改革は、社会福祉
法人の公益性・非営利性を確保す
る観点から制度を見直し、地域社
会に貢献する法人の在り方を徹底
する内容となっており、今後も勉
強会を重ねながら地域貢献の方法
を協議していきたいと思います。

　飯塚市社協が飯塚市より事業を受託して、平成28年４月13日から８月31日までの半年間、サ
ン・アビリティーズいいづかにて飯塚市手話奉仕員養成講座（入門課程）を実施し、27名の方が修
了証を受け取られました。
　講座は飯塚市聴覚障害者協会及び飯塚市手話の会の方々
のご協力のもと、挨拶や日常生活で使う単語などを学習
し、実際に聴覚障がい者の方と交流を図ることで手話を
使ったコミュニケーションを学びました。
　受講生の方々には今後も障がい者の方に寄り添った活動
を続けていただきたいと思います。

平成28年度飯塚市手話奉仕員養成講座（入門課程）が修了しました！

社会福祉法人の制度改革に関する勉強会開催社会福祉法人の制度改革に関する勉強会開催
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（
故　

昭
二
様
）

◇
天　
　

道　

大
村　

勝
広
様　
　
　

 

（
故　

恭
子
様
）

◇
小
正
一
区　

中
村　

志
恵
子
様 

（
故　

英
俊
様
）

◇
小
正
一
区　

萱
嶋　

嘉
彦
様 

（
故　

鶴
彦
様
）

◇
小
正
一
区　

金
丸　

俊
雄
様 

（
故　

内
山
田
昌
幸
様
）

◇
小
正
二
区　

岩
見　

義
則
様 

（
故　

末
廣
様
）

◇
小
正
浦
の
原　

佐
田　

清
子
様　

 

（
故　

速
美
様
）

◇
枝
国
三
区　

小
代　

智
美
様 

（
故　

好
子
様
）

《
初
盆
寄
付
》

◇
秋　
　

松　

松
延　

暢
子
様　

 

　
　
　
　
（
故　

武
男
様
）

◇
忠
営
三
区　

笠
原　

喜
代
子
様　

 

　
　
　
（
故　

優
様
）

◇
忠
隈
一
区　

猪
股　

英
子
様　
　

 

　
　
　
（
故　

壽
子
様
）

◇
忠
隈
二
区　

権
藤　

信
子
様　

 

　
　
　
　
（
故　

敏
司
様
）

◇
楽　
　

市　

中
熊　

洋
一
様　
　

 

　
　
　
（
故　

弘
子
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様　
　
　

 

　
　
（
故　

敏
喜
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

信
子
様　
　
　

 

　
　
（
故　

尊
様
）

◇
神
の
浦　

重
松　

雄
治
様　
　
　
　
　
（
故　

ア
サ
ノ
様
）

◇
平
恒
新
町　

岡
松　

秀
行
様 

（
故　

千
鶴
子
様
）

◇
平
恒
中
野　

堂
園　

ハ
ル
ミ
様　

 　
　
　
（
故　

欣
寛
様
）

◇
椋　
　

本　

上
野　

一
誠
様　
　

 

　
　
（
故　

裕
史
様
）

◇
椿　
　
　
　

稲
益　

一
二
三
様　

 

　
（
故　

セ
ツ
子
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
栁　

耕
市
様　

 

　
（
故　

サ
チ
コ
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様　

 

　
　
　
（
故　

元
樹
様
）

◇
小
正
二
区　

岩
見　

義
則
様　

 

　
　
（
故　

末
廣
様
）

◇
枝
国
一
区　

谷
口　

廣
志
様 

（
故　

ミ
ツ
子
様
）

《
地
区
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
一
万
円　

吉
原
町
自
治
会　

松
本　

信
子
様 

（
故  

豊
秀
様
）

◇
二
万
円　

吉
原
町
老
人
会　

松
本　

信
子
様 

（
故  

豊
秀
様
）

立
岩
地
区

◇　
　
　
　
新
飯
塚
東
自
治
会　

千
代
田　

京
子
様 

（
故  

善
弘
様
）

◇
二
万
円　

川
島
自
治
会　

塩
手　

重
明
様 

（
故  

一
男
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　
愛
宕
団
地
自
治
会　

髙
木　

悦
子
様 

（
故  

輝
人
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

《
一
般
寄
付
》

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

東
川
津　

進
藤　

ハ
マ
ノ
様

◇
五
千
円　

東
伊
川　

林　
　

茂
子
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
一
万
円　

東
町
東　

中
野　

敏
子
様 

（
故  

順
元
様
）

◇
二
万
円　

徳
前
第
四　

菅　
　

竹
己
様 

（
故  

松
己
様
）

◇
七
万
円　

西　
　

町　

大
神　

み
ど
り
様 

（
故  

信
勝
様
）

片
島
地
区

◇
一
万
円　

片
島
本
町　

林
田　

和
久
様 

（
故  

計
清
様
）

菰
田
地
区

◇
三
万
円　

木
の
花　

宮
本　
　

洋
様 

（
故  

き
よ
み
様
）

◇
二
万
円　

鶴
三
緒　

内
藤　

克
子
様 

（
故  

充
様
）

◇
一
万
円　

駅
通
り　

置
鮎　

洋
子
様 

（
故  

博
様
）

◇
一
万
円　

元　
　

宮　

山
口　

タ
カ
子
様 

（
故  

修
様
）

◇
二
万
円　

昭
和
通
り　

井
上　
　

隆
様 

（
故  

千
枝
子
様
）

◇
三
万
円　

昭
和
通
り　

梅
見　

弘
和
様 

（
故  

伸
子
様
）

◇
三
万
円　

鶴
三
緒　

山
本　

幸
子
様 

（
故  

栄
一
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
四　

八
百
屋　

陽
様 

（
故  

麻
香
様
）

◇
二
万
円　

上
三
緒
第
三　

深
町　

安
紀
子
様 

（
故  

信
雄
様
）

鎮
西
地
区

◇　
　
　
　

明
星
寺　

須
藤　

ヤ
ス
子
様 

（
故  

喜
光
様
）

◇
二
万
円　

八
木
山　

松
尾　

嘉
文
様 

（
故  

チ
ヨ
子
様
）

◇
三
万
円　

大
日
寺　

水
城　

英
治
様 

（
故  

佑
理
様
）

◇
二
万
円　

八
木
山　

野
見
山　

勇
様 

（
故  

安
弘
様
）

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

幸
袋
本
町　

加
来　

浩
平
様 

（
故  

康
子
様
）

◇
二
万
円　

幸
袋
本
町　

伊
藤　

浩
和
様 

（
故  

徳
己
様
）

◇
二
万
円　

三
軒
家　

高
木　

竹
茂
様 

（
故  

三
代
子
様
）

◇
一
万
円　

幸
袋
新
町　

山
脇　

孝
子
様 

（
故  

良
朗
様
）

《
初
盆
寄
付
》

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
川
津　

古
賀　

澄
恵
様 

（
故  

茂
徳
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

目
尾
中
央　

小
野　

十
四
男
様（

故  

八
枝
子
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

辻　
　

一
子
様 

（
故  

幸
智
様
）

鎮
西
地
区

◇
一
万
円　

東
潤
野　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
下
区　

和
田　

御
幸
様 

（
故  

幸
次
様
）

《
地
区
へ
の
寄
付
》

鎮
西
地
区

◇
一
万
円　

東
潤
野
自
治
会　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

◇
一
万
円　

東
潤
野
老
人
会　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

三
軒
家　

高
木　

竹
茂
様 

（
故  

三
代
子
様
）

◇
二
万
円　

第
二
勝
負
谷　

笛
田　

加
代
子
様 

（
故  

鎭
夫
様
）

◇
一
万
円　

中　
　

一　

柴
田　

文
生
様 

（
故  

照
代
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

辻　
　

一
子
様 

（
故  

幸
智
様
）

鎮
西
地
区

◇
一
万
円　

東
潤
野　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
下
区　

和
田　

御
幸
様 

（
故  

幸
次
様
）

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

東
伊
川　

小
川　

恭
子
様 

（
故  

金
吾
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
久
保
山　

大
久
保　

敏
昭
様 

　
（
故　

ヒ
デ
子
様
）

◇
内
住
本
村　

小
金
丸　

義
明
様　

 

　
（
故　

一
彦
様
）

◇
内
住
本
村　

田
中　

涼
夫
様　

 

　
（
故　

ヨ
シ
ノ
様
）

◇
切　
　

畑　

入
江　

久
仁
子
様　

 

（
故　

喜
久
男
様
）

◇
大　
　

分　

入
江　
　

洋
様　

 

　
　
（
故　

ヒ
サ
ノ
様
）

◇
嘉　
　

穂　

尾
籠　
　
　

様　

 

　
　
　
（
故　

節
子
様
）

◇
山　
　

口　

林　
　
　

好
様　

 

　
　
　
（
故　

千
代
子
様
）

◇
筑
穂
元
吉　

平
島　

續
成
様　

 

　
（
故　

佐
世
子
様
）

◇
筑
穂
元
吉　

牛
嶋　
　

巖
様　

 

　
　
（
故　

キ
ヨ
子
様
）

◇
筑
穂
栄
町　

向
井　

恵
美
子
様 

（
故　

西
園
直
俊
様
）

◇
長　
　

尾　

木
下　

昭
雄
様　
　

 

　
（
故　

順
子
様
）

◇
長　
　

尾　

髙
城　

安
子
様　
　

 

　
（
故　

峯
子
様
）

◇
長　
　

尾　

江
頭　
　

堂
様　
　
　
　
　

 

（
故　

正
様
）

◇
北
古
賀　

北
園　

雄
二
郎
様 

（
故　

育
雄
様
）

◇
弥　
　

山　

伊
藤　

正
生
様　

 

（
故　

茂
様
）

◇
下　
　

揚　

武
本　

義
則
様 

（
故  

チ
ヨ
子
様
）

◇
下　
　

揚　

武
本　

正
国
様 

（
故  

正
一
様
）

◇
下　
　

揚　

武
本　

美
代
子
様 

（
故  

義
也
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
鶯　
　

塚　

藤
中　

ア
キ
子
様 

（
故  

忠
様
）

◇
山　
　

口　

土
居　

政
俊
様 

（
故  

ア
サ
コ
様
）

◇
筑
穂
栄
町　

吉
村　

紘
幸
様 

（
故  

琢
也
様
）

◇
出
雲
東　

木
村　

一
美
様 

（
故  

重
子
様
）

◇
長　
　

尾　

髙
城　

安
子
様 

（
故  

峯
子
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
安　
　

丸　

松
岡　

賢
治
様 

（
故　

三
千
代
様
）

◇
赤　
　

坂　

新
開　

和
代
様 

（
故　

有
松　

芳
人
様
）

◇
仁　
　

保　

池
田　
　

稔
様 

（
故　

利
秋
様
）

◇
庄
内
元
吉　

下
田　

茂
子
様 

（
故　

孝
七
郎
様
）

◇
安　
　

丸　

平
山　
　

勝
様 

（
故　

ツ
ク
モ
様
）

◇
鳥　
　

羽　

髙
平　

正
稔
様 

（
故　

花
子
様
）

◇
本　
　

村　

大
内
田　

信
子
様 

（
故　

福
太
郎
様
）

◇
多　
　

田　

髙
山　

広
美
様 

（
故　

ハ
ツ
子
様
）

◇
多　
　

田　

金
丸　

政
雄
様 

（
故　

久
子
様
）

◇
有　
　

井　

青
木　

和
夫
様 

　
（
故　

ト
サ
ノ
様
）

◇
山　
　

倉　

永
松　

喜
美
子
様 

（
故　

千
利
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
高　
　

倉　

野
見
山　

シ
ズ
ヱ
様 

（
故　

道
夫
様
）

◇
仁　
　

保　

浦
塚　
　

泰
様 

（
故　

和
恵
様
）

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
口　
　

原　

八
尋　

祐
二
様 

（
故　

マ
リ
子
様
）

◇
石
丸
団
地
３　

石
田　

や
す
代
様 

（
故　

勝
様
）

◇
鹿
毛
馬
中　

安
藤　

美
香
様 

（
故　

ミ
キ
子
様
）

◇
西
佐
與　

田
才　

由
美
子
様 

（
故　

幸
代
様
）

◇
木
浦
岐　

福
島　

秀
行
様 

（
故　

満
壽
子
様
）

◇
石
丸
団
地
１　

竹
内　

隆
省
様 

（
故　

マ
サ
子
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
堀　
　

池　

釘
宮　

利
明
様 

（
故　

カ
メ
コ
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
平
恒
本
町　

加
藤
田　

光
徳
様　

 

（
故　

美
代
子
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
天　
　

道　

大
村　

勝
広
様　

 

　
（
故　

恭
子
様
）

◇
天　
　

道　

井
上　
　

保
様　

 

　
（
故　

小
野
山
春
枝
様
）

◇
安　
　

恒　

城
石　

春
彦
様　

 

　
（
故　

浅
子
様
）

◇
椿　
　
　
　

佐
藤　

秀
行
様　

 

　
（
故　

青
栁
哲
子
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
小
正
一
区　

萱
嶋　

嘉
彦
様 

（
故　

鶴
彦
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
堀
池
東　

後
藤　
　

隆
様　

 

　
　
　
　
（
故　

一
三
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

藤
川　

章
治
様　

 

　
　
　
（
故　

万
里
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

江
﨑　

義
徳
様　

 

　
　
　
（
故　

マ
ツ
ミ
様
）

◇
楽　
　

市　

本
松　

好
美
様　

 

　
　
　
（
故　

健
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様　

 

　
　
　
（
故　

敏
喜
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

信
子
様　

 

　
（
故　

尊
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
神
の
浦　

重
松　

雄
治
様 

　
（
故　

ア
サ
ノ
様
）

◇
平
恒
中
野　

堂
園　

ハ
ル
ミ
様 

　
（
故　

欣
寛
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
椋　
　

本　

上
野　

一
誠
様 

（
故　

裕
史
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
舎
利
蔵　

國
丸　

正
一
様　
　

 

　
（
故　

ミ
サ
オ
様
）

◇
舎
利
蔵　

國
丸　

順
一
様　

 

　
（
故　

ヤ
ス
子
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様 

（
故　

元
樹
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、他
の

「
福
祉
団
体
等
」へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。　

但

し
、他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲
載

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※

寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
ご
本
人
様
の
ご
意
向
を
承
り
、対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お　

知　

ら　

せ

　

◇
訂
正
と
お
詫
び

菰
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
分

　

前
号(

平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
発

行)

に
於
い
て
、次
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

(

誤)◇
一
万
円　

大
新　

佐
藤　

定
様

(

故)

星
野　

洋
一
様

(

正)◇
一
万
円　

大
新　

星
野　

洋
一
様

(

故)

佐
藤　

定
様
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ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

 

市
民
の
皆
様
か
ら
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
香
典
返
し
等
た

く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

ご
家
族
の
意
思
に
沿
い
、
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
、
子
育
て
事
業
、
障
が

い
児
・
者
生
活
支
援
事
業
、
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

並
び
に
各
福
祉
団
体
の
活
動
助
成
金
な
ど
へ
大
切
な

財
源
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

な
お
、
寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
ご
本
人
の
ご
意
向
に
よ
り
、
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

◆
平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
〜

　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
受
付
分

《
飯
塚
市
社
協
へ
の
寄
付
》

【
本
所
受
付
分
】

《
一
般
寄
付
》

◇
五
万
円　

潤　
　

野　

松
本　

文
子
様

◇
五
千
円　

飯
塚
市
婦
人
会
様

◇
四
千
二
百
五
十
円

飯
塚
市
民
生
委
員　

児
童
委
員
協
議
会
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
三
万
円　

東
町
東　

中
野　

敏
子
様 

（
故　

順
元
様
）

◇
三
万
円　

吉
原
町　

松
本　

信
子
様 

（
故　

豊
秀
様
）

◇
三
万
円　

徳
前
第
四　

菅　
　

竹
己
様 

（
故　

松
己
様
）

◇　
　
　
　

徳
前
第
二　

高
山　

キ
ヌ
子
様 

（
故　

芳
二
様
）

立
岩
地
区　

◇
二
万
円　

川　
　

島　

谷
口　

テ
ル
子
様（

故　

雄
次
郎
様
）

◇　
　
　
　

新
飯
塚
東　

千
代
田　

京
子
様 

（
故　

善
弘
様
）

◇
三
万
円　

川　
　

島　

塩
手　

重
明
様 

（
故　

一
男
様
）

◇
二
万
円　

新
飯
塚
西　

福
島　

ス
エ
コ
様 

（
故　

克
己
様
）

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

愛
宕
団
地　

長
濱　

加
代
子
様 

（
故  

淑
晃
様
）

◇
一
万
円　

愛
宕
団
地　

髙
木　

悦
子
様 

（
故  

輝
人
様
）

◇
二
万
円　

愛
宕
団
地 

（
故  

吉
松　

實
様
）

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

高
雄
区　

西　
　

玉
美
様 

（
故  

美
康
様
）

◇
二
万
円　

中
央
区　

池
主　

秀
和
様 

（
故  

ハ
ル
ヱ
様
）

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

幸
袋
本
町　

加
来　

浩
平
様 

（
故  

康
子
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

潤　
　

野　

西
嶋　

健
二
様 

（
故  

ま
す
み
様
）

◇　
　
　
　

明
星
寺　

須
藤　

ヤ
ス
子
様 

（
故  

喜
光
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
大　
　

分　

末
𠮷　
　

浩
様　

 

　
　
　
（
故　

榮
二
様
）

◇
大　
　

分　

入
江　
　

洋
様　
　

 

　
（
故　

ヒ
サ
ノ
様
）

《
桜
の
園
へ
指
定
寄
付
》

◇
筑
穂
栄
町　

向
井　

恵
美
子
様 

（
故　

西
園
直
俊
様
）

◇
北
古
賀　

北
園　

雄
二
郎
様　

 

　
（
故　

育
雄
様
）

【
庄
内
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
新
町
二
区　

吉
松　

光
明
様 

（
故　

定
香
様
）

◇
庄
内
栄
町　

松
島　

清
和
様 

（
故　

雪
子
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
木
浦
岐　

黒
田　

由
香
様 

（
故　

本
宮　

瞳
様
）

◇
西
佐
與　

田
才　

由
美
子
様 

（
故　

幸
代
様
）

◇
石
丸
団
地
１　

竹
内　

隆
省
様 

（
故　

マ
サ
子
様
）

◇
石　
　

丸　

小
田
原　

ミ
チ
コ
様 

（
故　

勝
久
様
）

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》　

◇
秋　
　

松　

大
塚　

俊
司
様 

（
故　

洋
子
様
）

◇
秋　
　

松　

中
川　

澄
枝
様 

（
故　

チ
カ
子
様
）

◇
堀　
　

池　

釘
宮　

利
明
様 

（
故　

カ
メ
コ
様
）

◇
堀　
　

池　

大
村　
　

匠
様 

（
故　

久
保
山
サ
ツ
キ
様
）

◇
堀
池
東　

後
藤　
　

隆
様　

 

　
　
　
　
（
故　

一
三
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

吉
岡　

政
憲
様　
　

 

　
　
（
故　

正
人
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

井
上　

サ
キ
ミ
様　
　

 

　
（
故　

正
様
）

◇
忠
隈
一
区　

田
崎　

利
幸
様　

 

　
（
故　

ハ
ル
様
）

◇
忠
営
三
区　

宮
﨑　

久
仁
子
様 

　
（
故　

朝
夫
様
）

◇
楽　
　

市　

原
田　

照
生
様 

（
故　

邦
子
様
）

◇
平
恒
本
町　

三
苫　

愼
一
様 

（
故　

澄
枝
様
）

◇
平
恒
本
町　

田
中　
　

稔
様 

（
故　

ハ
ル
エ
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
栁　

耕
市
様　
　
　

 

　
（
故　

サ
チ
コ
様
）

◇
椿　
　
　
　

佐
藤　

秀
行
様 

（
故　

青
栁
哲
子
様
）

◇
安　
　

恒　

城
石　

春
彦
様　
　
　

 

　
（
故　

浅
子
様
）

◇
弁　
　

分　

松
石　

ム
ツ
子
様　
　

 

　
（
故　

好
弘
様
）

◇
天　
　

道　

大
塚　

純
一
様　
　
　

 

　
（
故　

昭
二
様
）

◇
天　
　

道　

大
村　

勝
広
様　
　
　

 

（
故　

恭
子
様
）

◇
小
正
一
区　

中
村　

志
恵
子
様 

（
故　

英
俊
様
）

◇
小
正
一
区　

萱
嶋　

嘉
彦
様 

（
故　

鶴
彦
様
）

◇
小
正
一
区　

金
丸　

俊
雄
様 

（
故　

内
山
田
昌
幸
様
）

◇
小
正
二
区　

岩
見　

義
則
様 

（
故　

末
廣
様
）

◇
小
正
浦
の
原　

佐
田　

清
子
様　

 

（
故　

速
美
様
）

◇
枝
国
三
区　

小
代　

智
美
様 

（
故　

好
子
様
）

《
初
盆
寄
付
》

◇
秋　
　

松　

松
延　

暢
子
様　

 

　
　
　
　
（
故　

武
男
様
）

◇
忠
営
三
区　

笠
原　

喜
代
子
様　

 

　
　
　
（
故　

優
様
）

◇
忠
隈
一
区　

猪
股　

英
子
様　
　

 

　
　
　
（
故　

壽
子
様
）

◇
忠
隈
二
区　

権
藤　

信
子
様　

 

　
　
　
　
（
故　

敏
司
様
）

◇
楽　
　

市　

中
熊　

洋
一
様　
　

 

　
　
　
（
故　

弘
子
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様　
　
　

 

　
　
（
故　

敏
喜
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

信
子
様　
　
　

 

　
　
（
故　

尊
様
）

◇
神
の
浦　

重
松　

雄
治
様　
　
　
　
　
（
故　

ア
サ
ノ
様
）

◇
平
恒
新
町　

岡
松　

秀
行
様 

（
故　

千
鶴
子
様
）

◇
平
恒
中
野　

堂
園　

ハ
ル
ミ
様　

 　
　
　
（
故　

欣
寛
様
）

◇
椋　
　

本　

上
野　

一
誠
様　
　

 

　
　
（
故　

裕
史
様
）

◇
椿　
　
　
　

稲
益　

一
二
三
様　

 

　
（
故　

セ
ツ
子
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
栁　

耕
市
様　

 

　
（
故　

サ
チ
コ
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様　

 

　
　
　
（
故　

元
樹
様
）

◇
小
正
二
区　

岩
見　

義
則
様　

 

　
　
（
故　

末
廣
様
）

◇
枝
国
一
区　

谷
口　

廣
志
様 

（
故　

ミ
ツ
子
様
）

《
地
区
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
一
万
円　

吉
原
町
自
治
会　

松
本　

信
子
様 

（
故  

豊
秀
様
）

◇
二
万
円　

吉
原
町
老
人
会　

松
本　

信
子
様 

（
故  

豊
秀
様
）

立
岩
地
区

◇　
　
　
　
新
飯
塚
東
自
治
会　

千
代
田　

京
子
様 

（
故  

善
弘
様
）

◇
二
万
円　

川
島
自
治
会　

塩
手　

重
明
様 

（
故  

一
男
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　
愛
宕
団
地
自
治
会　

髙
木　

悦
子
様 

（
故  

輝
人
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

《
一
般
寄
付
》

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

東
川
津　

進
藤　

ハ
マ
ノ
様

◇
五
千
円　

東
伊
川　

林　
　

茂
子
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
一
万
円　

東
町
東　

中
野　

敏
子
様 

（
故  

順
元
様
）

◇
二
万
円　

徳
前
第
四　

菅　
　

竹
己
様 

（
故  

松
己
様
）

◇
七
万
円　

西　
　

町　

大
神　

み
ど
り
様 

（
故  

信
勝
様
）

片
島
地
区

◇
一
万
円　

片
島
本
町　

林
田　

和
久
様 

（
故  

計
清
様
）

菰
田
地
区

◇
三
万
円　

木
の
花　

宮
本　
　

洋
様 

（
故  

き
よ
み
様
）

◇
二
万
円　

鶴
三
緒　

内
藤　

克
子
様 

（
故  

充
様
）

◇
一
万
円　

駅
通
り　

置
鮎　

洋
子
様 

（
故  

博
様
）

◇
一
万
円　

元　
　

宮　

山
口　

タ
カ
子
様 

（
故  

修
様
）

◇
二
万
円　

昭
和
通
り　

井
上　
　

隆
様 

（
故  

千
枝
子
様
）

◇
三
万
円　

昭
和
通
り　

梅
見　

弘
和
様 

（
故  

伸
子
様
）

◇
三
万
円　

鶴
三
緒　

山
本　

幸
子
様 

（
故  

栄
一
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
三
万
円　

上
三
緒
第
四　

八
百
屋　

陽
様 

（
故  

麻
香
様
）

◇
二
万
円　

上
三
緒
第
三　

深
町　

安
紀
子
様 

（
故  

信
雄
様
）

鎮
西
地
区

◇　
　
　
　

明
星
寺　

須
藤　

ヤ
ス
子
様 

（
故  

喜
光
様
）

◇
二
万
円　

八
木
山　

松
尾　

嘉
文
様 

（
故  

チ
ヨ
子
様
）

◇
三
万
円　

大
日
寺　

水
城　

英
治
様 

（
故  

佑
理
様
）

◇
二
万
円　

八
木
山　

野
見
山　

勇
様 

（
故  

安
弘
様
）

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

幸
袋
本
町　

加
来　

浩
平
様 

（
故  

康
子
様
）

◇
二
万
円　

幸
袋
本
町　

伊
藤　

浩
和
様 

（
故  

徳
己
様
）

◇
二
万
円　

三
軒
家　

高
木　

竹
茂
様 

（
故  

三
代
子
様
）

◇
一
万
円　

幸
袋
新
町　

山
脇　

孝
子
様 

（
故  

良
朗
様
）

《
初
盆
寄
付
》

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
川
津　

古
賀　

澄
恵
様 

（
故  

茂
徳
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

目
尾
中
央　

小
野　

十
四
男
様（

故  

八
枝
子
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

辻　
　

一
子
様 

（
故  
幸
智
様
）

鎮
西
地
区

◇
一
万
円　

東
潤
野　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
下
区　

和
田　

御
幸
様 

（
故  

幸
次
様
）

《
地
区
へ
の
寄
付
》

鎮
西
地
区

◇
一
万
円　

東
潤
野
自
治
会　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

◇
一
万
円　

東
潤
野
老
人
会　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

三
軒
家　

高
木　

竹
茂
様 

（
故  

三
代
子
様
）

◇
二
万
円　

第
二
勝
負
谷　

笛
田　

加
代
子
様 

（
故  

鎭
夫
様
）

◇
一
万
円　

中　
　

一　

柴
田　

文
生
様 

（
故  

照
代
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

辻　
　

一
子
様 

（
故  

幸
智
様
）

鎮
西
地
区

◇
一
万
円　

東
潤
野　

今
増　

紀
子
様 

（
故  

廣
人
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
下
区　

和
田　

御
幸
様 

（
故  

幸
次
様
）

二
瀬
地
区

◇
二
万
円　

東
伊
川　

小
川　

恭
子
様 

（
故  

金
吾
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
久
保
山　

大
久
保　

敏
昭
様 

　
（
故　

ヒ
デ
子
様
）

◇
内
住
本
村　

小
金
丸　

義
明
様　

 

　
（
故　

一
彦
様
）

◇
内
住
本
村　

田
中　

涼
夫
様　

 

　
（
故　

ヨ
シ
ノ
様
）

◇
切　
　

畑　

入
江　

久
仁
子
様　

 

（
故　

喜
久
男
様
）

◇
大　
　

分　

入
江　
　

洋
様　

 

　
　
（
故　

ヒ
サ
ノ
様
）

◇
嘉　
　

穂　

尾
籠　
　
　

様　

 

　
　
　
（
故　

節
子
様
）

◇
山　
　

口　

林　
　
　

好
様　

 

　
　
　
（
故　

千
代
子
様
）

◇
筑
穂
元
吉　

平
島　

續
成
様　

 

　
（
故　

佐
世
子
様
）

◇
筑
穂
元
吉　

牛
嶋　
　

巖
様　

 

　
　
（
故　

キ
ヨ
子
様
）

◇
筑
穂
栄
町　

向
井　

恵
美
子
様 

（
故　

西
園
直
俊
様
）

◇
長　
　

尾　

木
下　

昭
雄
様　
　

 

　
（
故　

順
子
様
）

◇
長　
　

尾　

髙
城　

安
子
様　
　

 

　
（
故　

峯
子
様
）

◇
長　
　

尾　

江
頭　
　

堂
様　
　
　
　
　

 

（
故　

正
様
）

◇
北
古
賀　

北
園　

雄
二
郎
様 

（
故　

育
雄
様
）

◇
弥　
　

山　

伊
藤　

正
生
様　

 

（
故　

茂
様
）

◇
下　
　

揚　

武
本　

義
則
様 

（
故  

チ
ヨ
子
様
）

◇
下　
　

揚　

武
本　

正
国
様 

（
故  

正
一
様
）

◇
下　
　

揚　

武
本　

美
代
子
様 

（
故  

義
也
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
鶯　
　

塚　

藤
中　

ア
キ
子
様 

（
故  

忠
様
）

◇
山　
　

口　

土
居　

政
俊
様 

（
故  

ア
サ
コ
様
）

◇
筑
穂
栄
町　

吉
村　

紘
幸
様 

（
故  

琢
也
様
）

◇
出
雲
東　

木
村　

一
美
様 

（
故  

重
子
様
）

◇
長　
　

尾　

髙
城　

安
子
様 

（
故  

峯
子
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
安　
　

丸　

松
岡　

賢
治
様 

（
故　

三
千
代
様
）

◇
赤　
　

坂　

新
開　

和
代
様 
（
故　

有
松　

芳
人
様
）

◇
仁　
　

保　

池
田　
　

稔
様 
（
故　

利
秋
様
）

◇
庄
内
元
吉　

下
田　

茂
子
様 

（
故　

孝
七
郎
様
）

◇
安　
　

丸　

平
山　
　

勝
様 

（
故　

ツ
ク
モ
様
）

◇
鳥　
　

羽　

髙
平　

正
稔
様 

（
故　

花
子
様
）

◇
本　
　

村　

大
内
田　

信
子
様 

（
故　

福
太
郎
様
）

◇
多　
　

田　

髙
山　

広
美
様 

（
故　

ハ
ツ
子
様
）

◇
多　
　

田　

金
丸　

政
雄
様 

（
故　

久
子
様
）

◇
有　
　

井　

青
木　

和
夫
様 

　
（
故　

ト
サ
ノ
様
）

◇
山　
　

倉　

永
松　

喜
美
子
様 

（
故　

千
利
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
初
盆
寄
付
》

◇
高　
　

倉　

野
見
山　

シ
ズ
ヱ
様 

（
故　

道
夫
様
）

◇
仁　
　

保　

浦
塚　
　

泰
様 

（
故　

和
恵
様
）

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
口　
　

原　

八
尋　

祐
二
様 

（
故　

マ
リ
子
様
）

◇
石
丸
団
地
３　

石
田　

や
す
代
様 

（
故　

勝
様
）

◇
鹿
毛
馬
中　

安
藤　

美
香
様 

（
故　

ミ
キ
子
様
）

◇
西
佐
與　

田
才　

由
美
子
様 

（
故　

幸
代
様
）

◇
木
浦
岐　

福
島　

秀
行
様 

（
故　

満
壽
子
様
）

◇
石
丸
団
地
１　

竹
内　

隆
省
様 

（
故　

マ
サ
子
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
堀　
　

池　

釘
宮　

利
明
様 

（
故　

カ
メ
コ
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
平
恒
本
町　

加
藤
田　

光
徳
様　

 

（
故　

美
代
子
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
天　
　

道　

大
村　

勝
広
様　

 

　
（
故　

恭
子
様
）

◇
天　
　

道　

井
上　
　

保
様　

 

　
（
故　

小
野
山
春
枝
様
）

◇
安　
　

恒　

城
石　

春
彦
様　

 

　
（
故　

浅
子
様
）

◇
椿　
　
　
　

佐
藤　

秀
行
様　

 

　
（
故　

青
栁
哲
子
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
小
正
一
区　

萱
嶋　

嘉
彦
様 

（
故　

鶴
彦
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
堀
池
東　

後
藤　
　

隆
様　

 

　
　
　
　
（
故　

一
三
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

藤
川　

章
治
様　

 

　
　
　
（
故　

万
里
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

江
﨑　

義
徳
様　

 

　
　
　
（
故　

マ
ツ
ミ
様
）

◇
楽　
　

市　

本
松　

好
美
様　

 

　
　
　
（
故　

健
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様　

 

　
　
　
（
故　

敏
喜
様
）

◇
楽
市
東　

田
中　

信
子
様　

 

　
（
故　

尊
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
神
の
浦　

重
松　

雄
治
様 

　
（
故　

ア
サ
ノ
様
）

◇
平
恒
中
野　

堂
園　

ハ
ル
ミ
様 

　
（
故　

欣
寛
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
椋　
　

本　

上
野　

一
誠
様 

（
故　

裕
史
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
舎
利
蔵　

國
丸　

正
一
様　
　

 

　
（
故　

ミ
サ
オ
様
）

◇
舎
利
蔵　

國
丸　

順
一
様　

 

　
（
故　

ヤ
ス
子
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様 

（
故　

元
樹
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、他
の

「
福
祉
団
体
等
」へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。　

但

し
、他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲
載

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※

寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
ご
本
人
様
の
ご
意
向
を
承
り
、対

応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お　

知　

ら　

せ

　

◇
訂
正
と
お
詫
び

菰
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
分

　

前
号(

平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
発

行)

に
於
い
て
、次
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

(

誤)◇
一
万
円　

大
新　

佐
藤　

定
様

(

故)

星
野　

洋
一
様

(

正)◇
一
万
円　

大
新　

星
野　

洋
一
様

(

故)

佐
藤　

定
様
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＊お問い合わせ　福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007＊お問い合わせ　福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007

※お願い
・入れ歯に熱湯をかけて消毒又は、入れ歯洗浄剤
で洗浄してください。
・回収ボックスに備え付けているビニール袋に入
れてボックスへ投入してください。

　筑穂地区では、在宅介護者の会「桜の会」の皆さんのご協力のもと、カフェ「ちくほ庵」を開催し
ています。
　介護をしている方や受けている方の思いや悩みを、在宅介護の経験者と
お話できる寄り合いの場所です。ぜひ、ご利用ください。

■■ 車いす寄贈
　内野小学校、大分小学校、上穂波小学校、筑穂中学
校、山下数美さん他の皆さんからプルタブを寄附してい
ただきました。収集ボランティアさんに仕分けと換金を
していただき、車いす1台を社協筑穂支所に寄贈してい
ただきました。大切に活用させていただきます。
　皆さんありがとうございました。

ご寄贈ありがとうございます

天然ラジウム
温泉で

　　リフレッ
シュ

福祉センター
伊川の郷伊川の郷伊川の郷」「
ご利用ください！
（どなたでもご利用になれます）

☆入浴料
　一般／400円　高齢者・障がい者・子ども／200円
☆開館日：毎週火曜日・木曜日・土曜日
　（休館日：毎週月・水・金・日曜日・年末年始）
☆開館時間・入浴時間
　開館：午前10時～午後5時　入浴：午前11時～午後4時
☆貸室使用料（使用時間は午前10時より午後4時まで）
　１室（15名程度収容）1日1,000円　冷暖房料　1日300円
☆温泉の効能
泉質はラジウム温泉で、神経痛、筋肉痛、関節痛、慢性消化器病、痛風、動脈硬化症、冷え
性、高血圧症等に効きます。

☆飲食物の持ち込みは自由です。（但し、過剰なお持ち込みはご遠慮願います。）

開催日：毎月第3水曜日　１０時～１４時
場　所：飯塚市役所筑穂庁舎３階　会議室Ｂ
利用料：１００円（飲み物、お菓子あります）

　精神障害に係る医療・福祉サービス・生活
全般について、障害者をかかえる家族・当事
者の相談員（飯塚市精神障害者相談員）が同
じ悩みをもつものとしてお話をうかがい、共
に考えます。相談スペースは広い和室ですの
で、よろしければ障害当事者の方の同伴もど
うぞ。個人情報やお話の内容など、秘密厳守
します。予約は要りません。相談無料です。

・と　き　毎月第２土曜日　13時半～16時
・ところ　サン・アビリティーズいいづか和室

（飯塚市歴史資料館隣）
（電話相談もどうぞ）　

・連絡先：嘉飯山地区精神障害者家族会いずみ会
　　　　　☎0947-45-1876（辻田）

・なお、毎月第３木曜日13時半より、嘉穂・
鞍手保健福祉環境事務所の一室で定例会を
開いています。多くの人の経験を学べま
す。自由に参加できます。

認知症サポーター
フォローアップ研修会

内　容　「こんなときどうする？」
　　　　飯塚市社会福祉協議会　地域課　課長　岡本政孝
日　時　平成28年12月３日（土）10時～正午
会　場　穂波福祉総合センター
対象者　認知症サポーター養成講座を受講したことがある人
参加定員　100名
参加費　無料（申込が必要です）
　　　　（ただし、定員になり次第、締め切り）
申込締切　平成28年12月２日（金）
申込・問合せ先:飯塚市社協　穂波支所
　　　　　　　電話／0948-29-5520（担当者:岡松）

　認知症サポーター養成講座を受講された
サポーターの皆さんに、さらにステップ

アップをし、地域の中で
自分に何ができるかを考
えていただくきっかけづ
くりとして開催します。

■■ コリアンハウス洪苑様より福祉寄付
　コリアンハウス洪苑様主催によるチャリティゴルフコンペが開催さ
れ、その益金を飯塚市社会福祉協議会穂波支所の地域福祉活動に役立て
て下さいとご寄付をいただきました。
　チャリティゴルフコンペに参加されました皆さま、本当にありがとう
ございました。

http://www.fukushi-work.jp

福祉人材バンク
〒820-0011
飯塚市柏の森956-4
☎（0948）23-2210

筑豊
地区

社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会

応援します！

福祉の仕事

福祉の仕事、資格等に関するご質問が
ございましたらお気軽にお問い合せ下さい。

◆相談受付/9:00～16:30
◆定 休 日/土・日・祝　　　 

インターネットで求職できます

福祉の職場で活躍したい方と
福祉人材を求めている施設との
マッチング・仲介を行っています。
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精神障害者家族相談員による
相談会のご案内

“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします
　飯塚市社会福祉協議会は、不用になった入れ歯の回収ボックスを社協本所、
市役所など計１５か所に設置しています。
　入れ歯から貴金属を取り出し、その収益を財団法人「日本ユニセフ協会」を通
じて、発展途上国の子ども達の支援及び社協の地域福祉へ活用しています。

【回収ボックス設置箇所】
　市役所本庁・穂波庁舎、飯塚市社会福祉協議会本所
　穂波・筑穂・庄内・頴田の各支所並びに飯塚・立岩
　鯰田・菰田・飯塚東・二瀬・幸袋・鎮西の各公民館
　
【問合せ先】　飯塚市社会福祉協議会総務課総務係
　　　　　　☎０９４８－２３－２２１０



＊お問い合わせ　福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007＊お問い合わせ　福祉センター「伊川の郷」　飯塚市伊川82-45　TEL0948-22-3007

※お願い
・入れ歯に熱湯をかけて消毒又は、入れ歯洗浄剤
で洗浄してください。
・回収ボックスに備え付けているビニール袋に入
れてボックスへ投入してください。

　筑穂地区では、在宅介護者の会「桜の会」の皆さんのご協力のもと、カフェ「ちくほ庵」を開催し
ています。
　介護をしている方や受けている方の思いや悩みを、在宅介護の経験者と
お話できる寄り合いの場所です。ぜひ、ご利用ください。

■■ 車いす寄贈
　内野小学校、大分小学校、上穂波小学校、筑穂中学
校、山下数美さん他の皆さんからプルタブを寄附してい
ただきました。収集ボランティアさんに仕分けと換金を
していただき、車いす1台を社協筑穂支所に寄贈してい
ただきました。大切に活用させていただきます。
　皆さんありがとうございました。

ご寄贈ありがとうございます

天然ラジウム
温泉で

　　リフレッ
シュ

福祉センター
伊川の郷伊川の郷伊川の郷」「
ご利用ください！
（どなたでもご利用になれます）

☆入浴料
　一般／400円　高齢者・障がい者・子ども／200円
☆開館日：毎週火曜日・木曜日・土曜日
　（休館日：毎週月・水・金・日曜日・年末年始）
☆開館時間・入浴時間
　開館：午前10時～午後5時　入浴：午前11時～午後4時
☆貸室使用料（使用時間は午前10時より午後4時まで）
　１室（15名程度収容）1日1,000円　冷暖房料　1日300円
☆温泉の効能
泉質はラジウム温泉で、神経痛、筋肉痛、関節痛、慢性消化器病、痛風、動脈硬化症、冷え
性、高血圧症等に効きます。

☆飲食物の持ち込みは自由です。（但し、過剰なお持ち込みはご遠慮願います。）

開催日：毎月第3水曜日　１０時～１４時
場　所：飯塚市役所筑穂庁舎３階　会議室Ｂ
利用料：１００円（飲み物、お菓子あります）

　精神障害に係る医療・福祉サービス・生活
全般について、障害者をかかえる家族・当事
者の相談員（飯塚市精神障害者相談員）が同
じ悩みをもつものとしてお話をうかがい、共
に考えます。相談スペースは広い和室ですの
で、よろしければ障害当事者の方の同伴もど
うぞ。個人情報やお話の内容など、秘密厳守
します。予約は要りません。相談無料です。

・と　き　毎月第２土曜日　13時半～16時
・ところ　サン・アビリティーズいいづか和室

（飯塚市歴史資料館隣）
（電話相談もどうぞ）　

・連絡先：嘉飯山地区精神障害者家族会いずみ会
　　　　　☎0947-45-1876（辻田）

・なお、毎月第３木曜日13時半より、嘉穂・
鞍手保健福祉環境事務所の一室で定例会を
開いています。多くの人の経験を学べま
す。自由に参加できます。

認知症サポーター
フォローアップ研修会

内　容　「こんなときどうする？」
　　　　飯塚市社会福祉協議会　地域課　課長　岡本政孝
日　時　平成28年12月３日（土）10時～正午
会　場　穂波福祉総合センター
対象者　認知症サポーター養成講座を受講したことがある人
参加定員　100名
参加費　無料（申込が必要です）
　　　　（ただし、定員になり次第、締め切り）
申込締切　平成28年12月２日（金）
申込・問合せ先:飯塚市社協　穂波支所
　　　　　　　電話／0948-29-5520（担当者:岡松）

　認知症サポーター養成講座を受講された
サポーターの皆さんに、さらにステップ

アップをし、地域の中で
自分に何ができるかを考
えていただくきっかけづ
くりとして開催します。

■■ コリアンハウス洪苑様より福祉寄付
　コリアンハウス洪苑様主催によるチャリティゴルフコンペが開催さ
れ、その益金を飯塚市社会福祉協議会穂波支所の地域福祉活動に役立て
て下さいとご寄付をいただきました。
　チャリティゴルフコンペに参加されました皆さま、本当にありがとう
ございました。

http://www.fukushi-work.jp

福祉人材バンク
〒820-0011
飯塚市柏の森956-4
☎（0948）23-2210

筑豊
地区

社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会

応援します！

福祉の仕事

福祉の仕事、資格等に関するご質問が
ございましたらお気軽にお問い合せ下さい。

◆相談受付/9:00～16:30
◆定 休 日/土・日・祝　　　 

インターネットで求職できます

福祉の職場で活躍したい方と
福祉人材を求めている施設との
マッチング・仲介を行っています。
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精神障害者家族相談員による
相談会のご案内

“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします“不用入れ歯”回収事業にご協力をお願いします
　飯塚市社会福祉協議会は、不用になった入れ歯の回収ボックスを社協本所、
市役所など計１５か所に設置しています。
　入れ歯から貴金属を取り出し、その収益を財団法人「日本ユニセフ協会」を通
じて、発展途上国の子ども達の支援及び社協の地域福祉へ活用しています。

【回収ボックス設置箇所】
　市役所本庁・穂波庁舎、飯塚市社会福祉協議会本所
　穂波・筑穂・庄内・頴田の各支所並びに飯塚・立岩
　鯰田・菰田・飯塚東・二瀬・幸袋・鎮西の各公民館
　
【問合せ先】　飯塚市社会福祉協議会総務課総務係
　　　　　　☎０９４８－２３－２２１０



　この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部や、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

◆心配ごと相談日◆

◆飯塚本所　☎0948-23-2210
◆穂波支所　☎0948-29-5520
◆筑穂支所　☎0948-72-3085
◆庄内支所　☎0948-82-4736
◆頴田支所　☎09496-2-5855

※飯塚本所（第2金曜日）穂波支所（第4火曜日）筑穂支所（第1水曜日）庄内支所（第3木曜日）頴田支所（第4木曜日）

飯 塚 本 所
穂 波 支 所
筑 穂 支 所
庄 内 支 所
頴 田 支 所

12月 １月 ２月 ３月
9日
27日
7日
１5日
22日

 13日
24日
4日
19日
26日

10日
28日
1日
16日
23日

10日
28日
1日
16日
23日

（時間は、いずれも13時～15時）

　飯塚東地区社協共催事業で行っております「お
やっとこっと」は奇数月の第３木曜日の１０時か
ら飯塚東公民館にて開催しています。
　７月はリズム体操をして体を動かし、特に「新
聞ビリビリ遊び」では大人も子供も夢中になりま
した。毎回情報交換などをして楽しい時間を過ご
していますので、ぜひご参加ください。

《今後の開催予定》
◆１月19日（木）　10：00～
　飯塚東公民館
　参加費　100円
◆３月16日（木）　10：00～
　庄内保健福祉総合センター「ハーモニー」
　参加費　100円
　※後援：庄内地区社協
　※内容は、現在企画中です！

《お問合わせ・申込先》
　飯塚市社会福祉協議会　担当：杉本
　TEL０９４８－２３－２２１０

　目が不自由な人達へ、暮らしにかかわる知識や情報を点字で提供を行う「点訳ボラン
ティア」の広がりを目的に開催します。積極的なご参加をお待ちしています。

子育てサロン「おやっとこっと」

心心 ごごとととととと相相相相相相談 ののののおおお知らららららららせせせせせせせせ心心心心心配ごごごごごごごとととととととと相相相相相談談談談談談所所所所所所開開設設設設設のののののののののおおおおおおおお知知知知知知ららららららせせせせせせせせせせせせせ心心心心心心心心配配配配配配配配配ごごごごごごごごごごととととととととととと相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談所所所所所所所所所所所所開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設ののののののののののののおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららら心配ごと相談所開設のお知らせ

◆対　　象　点訳ボランティア活動に関心があり、4回の講座にすべて参加可能な方
◆と　　き　平成29年2月4日、2月11日、2月18日、2月25日
　　　　　　いずれも土曜日。13:30～15:00
◆と こ ろ　飯塚市社会福祉協議会　会議室（柏の森956-4）
◆募集定員　20名（定員になり次第締め切り）
◆受 講 料　580円（資料代）
◆申し込み　飯塚市社会福祉協議会／電話0948-24-4500  FAX0948-23-2262
　　　　　　※平成29年１月4日から受付をいたします。

☆リズム体操☆

☆新聞ビリビリ遊び☆

飯塚市社会福祉協議会だより2016年11月15日 第 3 2 号（12）

　音訳いいづかは、視覚障がい者のボランティア団体とし
て活動を始め、今年で30周年の節目を迎えました。
　さらに充実した活動を目指し研修に励んでいますが、そ
の成果を皆さんに聴いていただこうと朗読会を開催するこ
とになりました。
　今回は、飯塚盲人会の山本満則さんと山本健次さんお二
人の楽器演奏も楽しんでいただける内容になっています。
　朗読と音楽のひとときをどうぞお楽しみください。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

◆日　時　平成28年12月３日（土）
　　　　　12時30分～14時20分
◆場　所　サン・アビリティーズいいづか（研修室）
◆内　容　１部　12時30分～　楽器演奏
　　　　　　　　　　　　　　　朗　読
　　　　　　　　　　　　　　（歌　声）
　　　　　２部　13時30分～　楽器演奏
　　　　　　　　　　　　　　　朗　読

『朗読と音楽のつどい』のご案内
～声を届けて30年～

※事前の申し込みは必要ありませんので、
お気軽においでください！

★問い合わせ先★
　音訳いいづか（松熊）TEL0948-42-1714

音訳いいづか

づか（研修室）
器演
読
演奏
読
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